
下表のように、航空機内や高地にある都市で使用が見
込まれる電子機器は、気圧の低い環境にさらされることに
なります。

常圧使用や保管を想定した製品を減圧下で利用した場
合、次のような影響が懸念されます。製品が正常動作せず、
故障して大きな事故につながる恐れがあります。

製品開発時には、これらの影響を考慮した設計を行うととも
に、減圧恒温槽を使った低気圧下での動作試験が必要です。

　本装置は、減圧環境（低圧環境）を再現できる恒温槽です。航空機
部品や高地で使用する電子機器は、本装置を用いてあらかじめ低気圧下
で動作確認を行うことで、製品の信頼性・安全性を高めることができます。

設備紹介

実証試験セクター

減圧恒温槽

装置 MZT-1H-H［エスペック（株）製］

圧力設定範囲 1.1 ～ 90 kPa 

温度設定範囲 -70 ～ +140 ℃ 

槽内寸法 W1,000×H1,000×D1,000 mm

オプション ・電源端子 4P 2個
 ・信号端子 同軸N型 3個
 ・通線孔（シーリング処理が必要）

主な仕様

実証試験セクター 環境試験室＜本部＞　TEL 03-5530-2190お問い合わせ

 中小企業 一般企業

減圧試験 
8,124円 14,059円

　1試験条件2時間につき

同一試験で
2時間を超える部分 4,344円 6,498円
　2時間までごとに

依頼試験料金表 （税込）

装置後部には減圧する
ため大型真空ポンプが
あり、通常の恒温槽に
比べ大型です

扉を開けた様子▶

同型の装置を2台設置▶

高度と気圧の関係 減圧下で起こりうる不具合

（１） 常圧で密封した部品からのガス・液漏れ
（２） 高圧電圧回路の機能低下・絶縁不良
（３） 空気が薄いため、放熱効率・冷却効果の低下に

よる局部的な発熱
（４） 気化・蒸発による可塑剤・潤滑剤の劣化

 高度［m］ 気圧［kPa］ 参考例

 15,000 12.0 　航空機

 3,776 64.9 　富士山

 2,000 79.5 　旅客機客室内
   　メキシコシティ

 0 101 　標準気圧

おおよその高度と気圧の関係

医療機器の試験事例
　一部の医療機器は、
高地の都市や、高山
で遭難した人の救援活
動にも利用されます。
医療機器は高い信頼
性が求められるため、
減圧試験が有効です。

※本装置は、平成25年度経済産業省補正予算事業「地域オープンイノベーション促進事業」により整備したものです。
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新たなものづくりの創出

近年、幅広い産業分野でAM技術を
活用したものづくりが行われています。
AMとは、三次元CADデータを基に、樹
脂などの材料を付着して立体構造物を
つくる技術で、光造形法やレーザー焼
結法など数種類あります。
光造形法は、光硬化性樹脂の表面

に紫外線レーザーをあてて固体化する
方法です。1980年代後半から、自動車
や航空・宇宙分野で試作品に多用さ
れてきました。
レーザー焼結法は、ナイロンやポリプ
ロピレンなどの熱可塑性樹脂の粉末
に、炭酸ガスレーザーなどを照射して溶
融・固化する方法です。光造形法に比
べて強度やじん性、耐熱性が高いのが
特徴です。この方法も最終製品の製造
への応用はまだまだ限定的です。
このレーザー焼結法を活用し、日本に
おける新たなものづくりの創出を目指し
ているのが、東京大学生産技術研究所 

教授  新野俊樹氏をリーダーとする
「MIAMI（マイアミ）プロジェクト」です。
同プロジェクトは、2014年度に開始さ
れた内閣府主導の「戦略的イノベーショ
ン創造プログラム（SIP）」の一つに選ば
れており、都産技研も参画しています。

AMに付加価値を生み出す
スポーツ義足の研究開発

「MIAMIプロジェクトでは、AM技術
により、圧倒的な付加価値を生み出す
製品の製造を目指し、材料にスーパーエ
ンジニアリングプラスチックを用いたス
ポーツ用義足の研究開発を山中俊治
教授らとともに進めています」（新野氏）
通常、義肢装具士が足の切断部分

の石膏型を基に義足を製作します。そ
の際、痛みを感じないように調整を行い
ますが、技師装具士の経験によって大
きく差が出るとともに、作業時間も課題
となっています。
これに対して、MIAMIプロジェクトで
は、三次元スキャナーで脚の形状を計測
し、調整した三次元CADデータを基に、
AM技術で義足の脚に装着するソケット
部分を製作することを目指しています。
同プロジェクトでは、三次元CAD

データを簡単に調整するための「義足
設計支援ソフト」を開発し、技師装具士
の作業時間を約3分の1に短縮できま
した。現在は、義肢装具士の指示に基
づき、オペレーターが作業をしています。
今後は、義肢装具士が直接、このソフト

ウェアを扱えるように改良し、ベテラン義
肢装具士の技術やノウハウを学ぶため
のツールとして活用することも検討して
います。
さらに、製造面においては、ナイロン
などよりも強度や耐熱性が高いものの、
加工が非常に難しいスーパーエンジニ
アリングプラスチックを使ったAM技術
の確立を目指しています。現在、都産技
研と試作品の強度などを評価している
段階です。

AM技術の意識改革へ

AM技術は、欧米などですでに補聴
器や飛行機の部品など少量多品種で
単価が高い製品の製造に活用されてい
ます。さらに、スーパーエンジニアリングプ
ラスチックが使えるようになれば、AM技
術の応用範囲が大幅に広がり、ものづ
くりにイノベーションを起こすことができ
ると新野氏は期待しています。
「現在開発中のスポーツ用義足は、そ
のためのマイルストーンです。まずは
2020年開催のパラリンピック東京大
会で、私たちが開発した義足を装着した
選手が活躍する姿を見ていただくこと
で、日本におけるAM技術に対する意識
改革を起こし、新たなものづくりの創出
につなげたいと思っています」（新野氏）

日本では、試作中心に利用されてい
る「Additive Manufacturing
（AM）」（3Dプリンティング）。最終
製品の製造に活用することを目指
したスポーツ義足の研究開発につ
いてお話を伺いました。

最近注目されているトピックスを
取り上げ、ご紹介します

付加価値を
生み出す
AM技術

第22回

■取材協力
東京大学生産技術研究所
機械・生体系部門 教授
新野 俊樹氏

▲MIAMIプロジェクトで開発した
陸上競技用AM義足「Rami」。
軽量性と十分な強度を実現。

三次元スキャナーによる
人体形状測定

人体形状のモデル化

CADデータに作成・統合 AMで出力


